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１

「
海
上
を
飛
ん
で
い
る
の
と
、
あ
ま
り
変
わ
ら
ん
な
」

　

日
本
帝
国
海
軍
少
佐
鯉こ

い

沼ぬ
ま

凛り
ん

太た

郎ろ
う

は
、
眼が

ん

下か

の
光
景
に
そ

ん
な
感
想
を
抱
い
た
。

　

帝
国
海
軍
第
一
九
航
空
隊
に
所
属
す
る
三
機
の
二
式
大
型

飛
行
艇
が
、
バ
イ
カ
ル
湖
東
岸
の
ウ
ス
チ
＝
バ
ル
グ
ジ
ン
を

離り

水す
い

し
た
の
は
、
日
本
時
間
の
五
月
一
日
午
前
四
時
二
〇
分

（
現
地
時
間
午
前
二
時
二
〇
分
）。

　

夜
明
け
の
二
時
間
前
だ
。

　

離
水
後
、
既
に
四
時
間
が
経
過
し
、
夜
は
と
う
に
明
け
て

い
る
。

　

陽
光
は
、
機
体
の
左
後
方
か
ら
差
し
込
ん
で
来
る
。

　

地
上
の
風
景
は
、
単
調
そ
の
も
の
だ
。

　

前
方
に
も
、
左
右
に
も
、
緑
に
覆お

お

わ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
の
大

地
が
、
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
る
。

　

広こ
う

漠ば
く

た
る
大お

お

海う
な

原ば
ら

の
青
が
大
地
を
覆
う
緑
に
変
わ
り
、
波

の
う
ね
り
が
地
上
の
起
伏
に
な
っ
た
だ
け
だ
。

　

川
や
沼
、
溶
け
残
っ
て
い
る
雪
も
視
界
に
入
る
が
、
そ
れ

ら
は
す
ぐ
に
後
方
へ
と
消
え
去
っ
て
ゆ
く
。

　

緑
の
大た

い

海か
い

に
も
似
た
シ
ベ
リ
ア
の
上
空
を
、
三
機
の
二
式

大
艇
は
、
三
菱
「
火か

星せ
い

」
二
二
型
エ
ン
ジ
ン
一
二
基
の
爆
音

を
轟と

ど
ろか
せ
な
が
ら
、
盟め

い

邦ほ
う

ド
イ
ツ
の
占
領
下
に
あ
る
モ
ス
ク

ワ
を
指
し
て
飛
行
す
る
。

　

高
度
計
の
針
は
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
指
し
、
速
度
計
は

一
五
〇
ノ
ッ
ト
（
時
速
約
二
八
〇
キ
ロ
）
を
示
し
て
い
る
。

　

偏へ
ん

西せ
い

風ふ
う

に
抗あ

ら
がい
な
が
ら
、
空
中
の
鯨く

じ
らを
思
わ
せ
る
巨
大
な

機
体
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
飛
び
続
け
る
。

　

ソ
連
軍
の
戦
闘
機
が
、
行
く
手
を
遮さ

え
ぎる
こ
と
は
な
い
。

　

人じ
ん

跡せ
き

稀ま
れ

な
シ
ベ
リ
ア
の
上
空
を
飛
行
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ソ
連
軍
も
、
た
か
だ
か
三
機
の
侵
入

機
に
構か

ま

っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
隊
長
、
そ
ろ
そ
ろ
交
替
し
ま
す
か
？
」

　

副
操
縦
員
の
大お

お

下し
た

明あ
き
ら

兵
曹
長
が
声
を
か
け
た
。

　

二
式
大
艇
の
搭
乗
員
は
、
機
長
の
他
、
操
縦
員
、
偵
察
員
、
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搭
乗
整
備
員
、
電
信
員
、
射
手
が
正
副
二
名
ず
つ
、
計
一
一

名
だ
が
、
今
回
は
主
操
縦
員
が
機
長
を
兼
任
し
て
い
る
。

　

他
に
は
、
地
上
整
備
員
が
一
名
ず
つ
だ
。

　

彼
ら
は
ド
イ
ツ
到
着
後
、
現
地
に
残
り
、
今
後
の
日
独
連

絡
機
の
整
備
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
独
連
絡
機
の
飛
行
距
離
は
、
ソ
連
軍
の
目
を
避
け
て
迂う

回か
い

空
路
を
取
る
た
め
、
約
三
〇
〇
〇
浬カ

イ
リに
及
ぶ
。

　

帝
国
海
軍
の
航
空
機
の
中
で
も
、
随ず

い

一い
ち

の
航
続
性
能
を
持

つ
二
式
大
艇
に
と
っ
て
も
、
燃
料
に
不
安
が
残
る
。

　

本
来
は
一
一
名
が
搭
乗
す
る
と
こ
ろ
を
一
〇
名
と
し
た
の

は
、
少
し
で
も
重
量
を
軽
く
し
、
燃
料
を
節
約
す
る
た
め
だ

っ
た
。

「
も
う
ち
ょ
い
行
け
そ
う
だ
。
あ
と
一
時
間
ほ
ど
経た

っ
た
ら

代
わ
っ
て
く
れ
」

「
一
時
間
後
に
交
替
し
ま
す
」

　

鯉
沼
の
指
示
に
、
大
下
は
復
唱
を
返
し
た
。

「
現
在
位
置
は
ど
の
あ
た
り
だ
？
」

「
ウ
ス
チ
＝
バ
ル
グ
ジ
ン
よ
り
の
方
位
三
〇
〇
度
、
六
〇
〇

浬
地
点
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
す
」

　

鯉
沼
の
問
い
に
、
副
偵
察
員
の
飯い

い

田だ

佑た
す
く

兵
曹
長
が
答
え

た
。

　

水
兵
か
ら
搭
乗
員
に
転
身
し
た
、
丙へ

い

飛ひ

出
身
の
ベ
テ
ラ
ン

だ
。
偵
察
員
一
筋
の
道
を
歩
み
、
航
法
は
帝
国
海
軍
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
腕
を
持
つ
。
副
偵
察
員
だ
が
、
技
量
は
主
偵

察
員
牟む

田た

澄す
み

生お

大
尉
よ
り
上
だ
。

　

三
〇
〇
〇
浬
も
の
長
距
離
飛
行
と
な
れ
ば
、
航
法
が
何
よ

り
重
要
と
な
る
た
め
、
大
艇
三
機
の
副
偵
察
員
に
は
、
他
の

任
務
で
あ
れ
ば
主
偵
察
員
が
務
ま
る
者
ば
か
り
が
配
属
さ
れ

て
い
た
。

「
先
は
長
い
な
」

　

鯉
沼
は
呟つ

ぶ
やい

た
。

　

発
進
し
て
か
ら
四
時
間
。
飛
行
距
離
は
六
〇
〇
浬
。

　

母
艦
航
空
隊
や
基
地
航
空
隊
で
あ
れ
ば
、
一
度
の
作
戦
に

お
け
る
往
復
の
飛
行
距
離
に
匹ひ

っ

敵て
き

す
る
が
、
今
回
の
任
務
で

は
、
ま
だ
往お

う

路ろ

の
二
割
を
飛
ん
だ
だ
け
だ
。

　

先
に
待
ち
構
え
る
航
程
の
長
さ
を
思
い
、
鯉
沼
は
顎あ

ご

を
引
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き
締
め
た
。

「
二
、
三
番
機
は
ど
う
だ
？
」

「
定
位
置
に
付
い
て
い
ま
す
」

　

鯉
沼
の
問
い
に
、
牟
田
が
即
答
し
た
。

　

二
番
機
の
機
長
は
長は

谷せ

川が
わ

潤じ
ゅ
ん

三ぞ
う

大
尉
、
三
番
機
の
機
長

は
木き

山や
ま

平へ
い

五ご

郎ろ
う

特
務
少
尉
。

　

い
ず
れ
も
大
型
機
の
操
縦
に
経
験
を
積
ん
だ
ベ
テ
ラ
ン
だ
。

　

二
機
の
二
式
大
艇
は
、
一
番
機
に
追つ

い

随ず
い

し
、
帝
国
海
軍
の

軍
用
機
が
初
め
て
飛
ぶ
未
知
の
空
域
を
飛
行
し
て
い
る
。

　

頼
む
ぞ
、
長
谷
川
、
木
山

―
と
、
二
人
の
部
下
に
胸

き
ょ
う

中ち
ゅ
うで
呼
び
か
け
た
。

　

一
、
二
番
機
に
は
ド
イ
ツ
に
引
き
渡
す
二
式
大
艇
の
技
術

資
料
が
積
ま
れ
て
お
り
、
三
番
機
は
ド
イ
ツ
に
納
入
す
る
予

定
の
機
体
だ
。

　

一
、
二
番
機
は
モ
ス
ク
ワ
到
着
後
、
ド
イ
ツ
か
ら
提
供
を

受
け
る
技
術
資
料
と
、
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
ド
イ
ツ
人
技
術

者
を
乗
せ
て
帰
路
に
就つ

く
。

　

一
機
た
り
と
も
、
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

　

指
揮
官
と
し
て
は
、
僚

り
ょ
う

機き

が
落ら

く

伍ご

せ
ぬ
よ
う
常
時
気
を

配く
ば

り
つ
つ
、
誘
導
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

航
空
時
計
が
午
前
九
時
三
〇
分
を
指
し
た
と
こ
ろ
で
、

「
隊
長
、
操
縦
交
替
し
ま
す
」

「
頼
む
」

　

鯉
沼
は
大
下
の
申
し
出
を
受
け
、
操
縦
を
副
操
縦
員
に
委ゆ

だ

ね
た
。

「
少
し
お
休
み
に
な
っ
て
下
さ
い
」

「
そ
う
さ
せ
て
貰も

ら

う
」

　

大
下
の
言
葉
に
、
鯉
沼
は
頷う

な
ずい
た
。

「
皆
も
、
交
替
で
休
め
。
先
は
長
い
ん
だ
。
適
度
に
休
憩
を

取
ら
な
い
と
、
身
体
が
保も

た
ん
ぞ
」

　

他
の
八
名
の
搭
乗
員
に
も
声
を
か
け
、
自
身
は
キ
ャ
ビ
ン

の
後
部
に
身
体
を
運
ぶ
。

　

途
中
、
二
、
三
番
機
が
定
位
置
に
付
い
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

　

眼
下
の
光
景
に
は
、
依い

然ぜ
ん

変
化
が
な
い
。
広
漠
た
る
シ
ベ

リ
ア
の
大
地
が
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
っ
て
い
る
。
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地
上
に
動
く
も
の
は
、
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。

　

こ
の
国
の
西
と
東
で
激
し
い
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

静せ
い

寂じ
ゃ
く

に
包
ま
れ
た
シ
ベ
リ
ア
の
上
空
を
、
三
機
の
二
式

大
艇
は
、
西
へ
と
飛
び
続
け
る
。

　

休
息
用
ベ
ン
チ
に
座
っ
た
ま
ま
、
二
時
間
ほ
ど
仮
眠
を
取

っ
た
と
こ
ろ
で
、
鯉
沼
は
大
下
と
交
替
し
た
。

「
ウ
ス
チ
＝
バ
ル
グ
ジ
ン
よ
り
九
〇
〇
浬
」

　

鯉
沼
が
再
び
主
操
縦
員
席
に
座
っ
た
と
こ
ろ
で
、
航
法
の

チ
ャ
ー
ト
を
記
録
し
て
い
る
飯
田
兵
曹
長
が
報
告
し
た
。

　

副
電
信
員
を
務
め
る
佐さ

瀬せ

友と
も

昭あ
き

二
等
飛
行
兵
曹
が
、
オ
ル

ジ
ス
信
号
灯
を
点
滅
さ
せ
て
、
二
、
三
番
機
に
現
在
位
置
を

報し
ら

せ
る
。

　

ド
イ
ツ
の
支
配
領
域
に
入
る
ま
で
は
、
無
線
は
厳
禁
だ
。

　

広
大
な
シ
ベ
リ
ア
の
直た

だ

中な
か

で
微
勢
力
電
波
を
発
信
し
て
も
、

ソ
連
軍
に
傍ぼ

う

受じ
ゅ

さ
れ
る
可
能
性
は
小
さ
い
が
、
万
一
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。

　

今
回
の
作
戦
は
、
同
盟
国
間
の
空
路
に
よ
る
連
絡
の
可
否

を
判
定
す
る
た
め
の
試し

金き
ん

石せ
き

だ
。

　

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
小
さ
な
も
の
で
あ
っ

て
も
、
危
険
を
冒お

か

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

飛
び
続
け
る
う
ち
に
、
太
陽
が
機
体
を
追
い
越
し
、
陽
光

が
前
方
か
ら
差
し
込
み
始
め
る
。

　

鯉
沼
と
大
下
は
、
陽
光
に
目
を
や
ら
れ
ぬ
よ
う
、
色
付
き

の
飛
行
眼
鏡
を
か
け
る
。

　

地
上
の
変
化
は
、
依
然
乏
し
い
。

　

翼
下
に
見
え
る
も
の
は
、
緑
の
森
と
原
野
、
湿
地
帯
、
そ

れ
ら
の
間
を
流
れ
る
川
だ
け
だ
。

　

た
ま
に
集
落
ら
し
い
も
の
も
視
界
に
入
る
が
、
そ
れ
ら
は

す
ぐ
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
死
角
に
消
え
る
。

　

ソ
連
軍
に
通
報
さ
れ
る
の
で
は
―
と
の
懸け

念ね
ん

は
あ
る
が
、

高
度
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
飛
ぶ
機
体
の
国
籍
マ
ー
ク
は
、

地
上
か
ら
は
視
認
で
き
な
い
は
ず
だ
。

　

目
撃
し
た
人
々
が
友
軍
機
だ
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
祈

る
以
外
に
な
い
。

　

ウ
ス
チ
＝
バ
ル
グ
ジ
ン
か
ら
の
距
離
が
一
五
〇
〇
浬
を
超
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え
た
直
後
か
ら
、
偵
察
員
の
報
告
が
、

「
モ
ス
ク
ワ
ま
で
一
五
〇
〇
浬
」

　

に
切
り
替
わ
っ
た
。

　

日
独
連
絡
機
は
、
往
路
の
半
分
を
こ
な
し
た
の
だ
。

「
燃
料
、
ど
う
か
？
」

「
ま
だ
六
割
以
上
残
っ
て
い
ま
す
」

「
エ
ン
ジ
ン
は
？
」

「
全
て
快
調
！
」

　

鯉
沼
の
問
い
に
、
大
下
と
搭
乗
整
備
員
の
谷た

に

川が
わ

勇い
さ
む

中
尉

が
返
答
す
る
。

　

往
路
の
半
分
は
平
穏
だ
っ
た
が
、
こ
の
先
は
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
は
行
か
な
い
。

　

目
的
地
の
モ
ス
ク
ワ
は
、
独
ソ
両
軍
が
対た

い

峙じ

す
る
最
前
線

だ
。
そ
の
モ
ス
ク
ワ
に
接
近
す
れ
ば
、
必
然
的
に
ソ
連
軍
に

発
見
さ
れ
る
確
率
が
高
く
な
る
。

　

―
日
本
時
間
の
一
八
時
四
八
分
（
現
地
時
間
一
四
時
四

八
分
）、

「
前
方
に
山
地
。
ウ
ラ
ル
山
脈
と
思
わ
れ
ま
す
！
」

　

大
下
が
叫さ

け

ん
だ
。

　

鯉
沼
は
身
を
乗
り
出
し
、
前
下
方
を
見
下
ろ
し
た
。

　

上
空
か
ら
見
た
限
り
で
は
、
さ
ほ
ど
高
い
山
々
で
は
な
い
。

山
脈
と
呼
ぶ
よ
り
、
丘
陵
の
連つ

ら

な
り
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

飛
行
訓
練
の
際
に
上
空
を
飛
ん
だ
日
本
ア
ル
プ
ス
―
標

高
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
峰み

ね

が

連
な
る
内な

い

地ち

の
山
岳
地
帯
の
方
が
、
遥
か
に
高
く
、
峻

し
ゅ
ん

険け
ん

に
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
の
ウ
ラ
ル
の
上
空
を
、
三
機
の
二
式
大
艇
は
、
爆
音
を

轟
か
せ
な
が
ら
通
過
す
る
。

「
こ
こ
か
ら
欧
州
で
す
ね
」

　

牟
田
が
声
を
弾は

ず

ま
せ
た
。

　

帝
国
海
軍
の
搭
乗
員
に
、
空
路
で
ア
ジ
ア
と
欧
州
の
境
界

を
越
え
た
経
験
を
持
つ
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

　

貴
重
な
経
験
に
、
興
奮
を
隠
し
切
れ
な
い
よ
う
だ
。

「
隊
長
、
飛
行
計
画
で
は
、
ウ
ラ
ル
通
過
は
一ヒ

ト

九キ
ュ
ウ

〇マ
ル

〇マ
ル

か

ら
二フ

タ

〇マ
ル

〇マ
ル

〇マ
ル

の
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
概お

お
むね
順
調
に
飛
行
し

て
い
る
と
判
断
で
き
ま
す
」



全長 28.1m
翼幅 38.0m
全備重量 24,500kg
発動機 三菱 火星22型 1,850馬力
最大速度 455km/時
兵装 20mm機銃×１丁（機首）、20mm機銃×１丁（尾部）
 20mm機銃×２丁（両側方銃座）
 爆弾 最大２トン または 航空魚雷×２本
乗員数 11名

日本海軍 二式大型飛行艇

　ワシントン軍縮条約下、仮想敵である米国艦隊に「軍艦によらず」対抗
する手段として考えられた方策のひとつが、大型陸上攻撃機による雷爆撃
であった。しかし、南洋諸島に大型機が運用できる航空基地を整備するの
は困難であり、次善の策として大型飛行艇による攻撃が考えられた。
　九七式飛行艇で実績を積んでいた川西飛行機は、海軍の厳しい要求に苦
しみつつも、当時の水準を大きく超える機体を完成させた。
　本機は、強力な武装もさることながら、長大な航続距離を生かし、島嶼
間の連絡任務や長距離索敵にも重用されている。緊迫度を高める太平洋戦
線にあって、本機の担う役割はますます重くなっている。
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飯
田
の
報
告
を
受
け
、
大
下
が
言
っ
た
。

「
日
が
あ
る
う
ち
に
、
モ
ス
ク
ワ
に
着
け
ま
す
ね
」

　

順
じ
ゅ
ん

当と
う

に
行
け
ば
、
モ
ス
ク
ワ
到
着
は
日
本
時
間
の
五
月

二
日
午
前
〇
時
か
ら
一
時
の
間
と
な
る
。

　

現
地
で
は
、
一
七
時
か
ら
一
八
時
の
間
だ
。

　

出
発
前
に
知
ら
さ
れ
た
情
報
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
日
没
は

現
地
時
間
の
一
九
時
過
ぎ
で
あ
る
か
ら
、
日
没
前
に
は
到
着

で
き
る
計
算
だ
。

「
正

し
ょ
う

念ね
ん

場ば

は
、
こ
こ
か
ら
だ
ぞ
」

　

浮
か
れ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
―
そ
の
意
を
込
め
、
鯉

沼
は
言
っ
た
。

　

ウ
ラ
ル
以
西
に
は
、
中
規
模
以
上
の
都
市
が
多
い
。

　

西
に
向
か
う
大
型
機
の
編
隊
が
地
上
か
ら
視
認
さ
れ
、
ソ

連
軍
に
通
報
さ
れ
る
危
険
は
大
き
い
の
だ
。

「
高
度
を
七ナ

ナ

〇マ
ル

（
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
上
げ
る
」

「
二
、
三
番
機
に
信
号
。『
高
度
七ナ

ナ

〇マ
ル

。
我ワ

レ

ニ
続
ケ
』」

　

鯉
沼
は
宣
言
す
る
よ
う
に
言
い
、
主
電
信
員
の
三み

浦う
ら

信の
ぶ

彦ひ
こ

一
等
飛
行
兵
曹
に
命
じ
た
。

　

ソ
連
の
軍
用
機
は
陸
軍
部
隊
の
支
援
が
主
任
務
で
あ
り
、

高
高
度
性
能
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
。

　

ソ
連
軍
が
戦
闘
機
を
出
撃
さ
せ
て
も
、
高
高
度
を
飛
行
す

れ
ば
、
捕ほ

捉そ
く

さ
れ
る
危
険
は
小
さ
い
は
ず
だ
。

　

鯉
沼
は
、
操そ

う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

を
手
前
に
引
い
た
。

　

二
式
大
艇
が
機
首
を
僅わ

ず

か
に
上
向
け
、
全
長
二
八
・
一
メ

ー
ト
ル
、
全
幅
三
八
メ
ー
ト
ル
、
全
備
重
量
二
四
・
五
ト
ン

の
巨
体
が
、
ゆ
っ
く
り
と
上
昇
を
開
始
し
た
。

「
二
、
三
番
機
、
上
昇
開
始
。
本
機
に
追
随
し
て
来
ま
す
」

　

三
浦
が
僚
機
の
動
き
を
確
認
し
、
報
告
を
上
げ
る
。

「
発
動
機
、
ど
う
か
？
」

「
異
常
あ
り
ま
せ
ん
！
」

　

鯉
沼
の
問
い
に
、
谷
川
が
即
答
す
る
。

　

高
度
が
上
が
れ
ば
空
気
が
薄
く
な
り
、
エ
ン
ジ
ン
も
調
子

を
落
と
す
も
の
だ
が
、
二
式
大
艇
が
装
備
す
る
三
菱「
火
星
」

二
二
型
エ
ン
ジ
ン
は
、
快
調
に
爆
音
を
轟
か
せ
て
い
る
。

「
初
の
日
独
連
絡
機
を
成
功
さ
せ
た
と
な
れ
ば
、
私
た
ち
も

整
備
員
仲
間
に
鼻
が
高
い
で
す
よ
」
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第
一
九
航
空
隊
の
整
備
長
を
務
め
る
安や

す

中な
か

春は
る

雄お

特
務
中
尉

は
、
笑
い
な
が
ら
そ
う
言
っ
た
が
、
整
備
員
た
ち
は
三
〇
〇

〇
浬
も
の
長
距
離
飛
行
を
こ
な
す
た
め
、
常
に
も
増
し
て
入

念
に
整
備
を
行
っ
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
。

（
帰
還
し
た
ら
、
整
備
の
連
中
に
は
一
杯
奢お

ご

ら
ん
と
な
）

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
鯉
沼
は
機
体
の
動
き
に
身

を
任
せ
た
。

「
総
員
、
戦
闘
配
置
。
二
、
三
番
機
に
も
、
戦
闘
配
置
を
伝

え
ろ
」

　

三
〇
分
余
り
を
か
け
て
、
高
度
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

上
昇
し
た
と
こ
ろ
で
、
鯉
沼
は
全
員
に
命
じ
た
。

　

二
名
の
射
手
の
う
ち
、
森も

り

田た

繁し
げ
る

一
等
飛
行
兵
曹
は
機
首

室
に
入
り
、
機
首
の
二
〇
ミ
リ
旋
回
機
銃
座
を
受
け
持
つ
。

も
う
一
人
の
本ほ

ん

田だ

哲て
つ

雄お

一
等
飛
行
兵
曹
は
最
後
尾
で
、
尾
部

の
二
〇
ミ
リ
機
銃
を
担
当
す
る
。

　

副
偵
察
員
の
飯
田
と
副
電
信
員
の
佐
瀬
は
、
二
〇
ミ
リ
側

方
機
銃
座
に
取
り
付
く
。

　

二
、
三
番
機
の
機
内
で
も
、
同
様
の
動
き
が
起
き
て
い
る

は
ず
だ
。

　

ウ
ラ
ル
を
越
え
て
欧
州
上
空
に
入
っ
た
三
機
の
二
式
大
艇

は
、
急
速
に
戦
闘
準
備
を
整
え
て
ゆ
く
。

　

地
上
の
風
景
も
変
わ
っ
て
い
る
。

　

建
造
物
が
多
数
、
視
界
に
入
り
始
め
て
い
る
の
だ
。

　

欧
州
に
入
っ
た
た
め
、
都
市
や
農
村
が
増
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

　

―
危き

惧ぐ

し
た
よ
う
な
こ
と
は
、
す
ぐ
に
は
起
こ
ら
な
か

っ
た
。

　

地
上
か
ら
の
対
空
砲
火
も
、
戦
闘
機
の
出
現
も
な
い
。

　

三
機
の
二
式
大
艇
は
、
何な

に

物も
の

に
も
遮
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

モ
ス
ク
ワ
へ
の
飛
行
を
続
け
て
い
る
。

「
モ
ス
ク
ワ
ま
で
一
五
〇
浬
」

　

日
本
時
間
の
二
三
時
一
一
分
（
現
地
時
間
一
六
時
一
一
分
）、

主
偵
察
員
の
牟
田
が
報
告
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
操
縦
は
鯉
沼
の
手
に
移
っ
て
い
る
。

　

途
中
、
大
下
と
何
度
か
交
代
し
た
が
、
目
的
地
ま
で
は
一

時
間
だ
。
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最
後
の
詰
め
は
、
自
分
自
身
で
や
り
た
か
っ
た
。

「
高
度
を
落
と
す
。
二
、
三
番
機
に
『
高
度
五ゴ

〇マ
ル

』
と
送
信

し
ろ
」

　

鯉
沼
が
命
じ
た
と
き
、

「
左
下
方
、
敵
機
！
」

　

副
操
縦
員
席
の
大
下
が
、
緊
張
し
た
声
で
叫
ん
だ
。

「
送
信
待
て
。
高
度
、
こ
の
ま
ま
！
」

　

鯉
沼
は
、
咄と

っ

嗟さ

に
下か

令れ
い

し
た
。

　

身
体
が
こ
わ
ば
り
、
口
の
中
が
干ひ

上あ

が
る
の
を
感
じ
た
。

「
ま
さ
し
く
、
一
〇
〇
里
の
道
を
行
く
者
は
、
だ
な
」

　

顎
を
引
き
締
め
な
が
ら
、
鯉
沼
は
呟
い
た
。

　

バ
イ
カ
ル
湖こ

畔は
ん

の
ウ
ス
チ
＝
バ
ル
グ
ジ
ン
か
ら
、
約
三
〇

〇
〇
浬
。

　

実
戦
で
は
例
を
見
な
い
超
長
距
離
飛
行
に
挑い

ど

ん
だ
三
機
の

二
式
大
艇
は
、
長
い
旅
路
が
終
わ
ら
ん
と
す
る
と
き
に
な
っ

て
、
恐
れ
て
い
た
最
大
の
敵
―
ソ
連
軍
の
戦
闘
機
と
遭そ

う

遇ぐ
う

し
た
の
だ
。

「
二
、
三
番
機
に
送
信
。『
我
ニ
続
ケ
』」

「
増
速
す
る
！
」

　

鯉
沼
は
主
電
信
員
の
三
浦
に
命
じ
、
次
い
で
宣
言
す
る
よ

う
に
叫
ん
だ
。

　

エ
ン
ジ
ン
・
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
開
き
、
加
速
を
開
始
す
る
。

　

エ
ン
ジ
ン
の
唸う

な

り
が
高
ま
り
、
風
切
り
音
が
拡
大
す
る
。

　

何な
に

分ぶ
ん

に
も
重
い
四
発
の
飛
行
艇
だ
け
に
、
加
速
は
鈍に

ぶ

い
。

敵
機
に
追
わ
れ
て
い
る
身
と
し
て
は
も
ど
か
し
い
限
り
だ
が
、

如い
か
ん何
と
も
し
難が

た

い
。

　

敵
機
は
、
す
ぐ
に
は
攻
撃
し
て
来
な
か
っ
た
。

「
敵
戦
闘
機
、
追
い
つ
い
て
来
ら
れ
ま
せ
ん
！
」

「
狙ね

ら

い
通
り
だ
！
」

　

牟
田
の
報
告
を
受
け
、
鯉
沼
は
小
さ
く
叫
ん
だ
。

　

戦
闘
機
で
あ
れ
、
爆
撃
機
で
あ
れ
、
高
度
が
上
が
る
ほ
ど

エ
ン
ジ
ン
は
息
を
つ
き
、
速
度
性
能
、
上
昇
性
能
共
に
低
下

す
る
。

　

ソ
連
軍
の
戦
闘
機
も
、
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
は

二
式
大
艇
を
捕
捉
で
き
な
い
の
だ
。

「
こ
の
ま
ま
行
く
ぞ
！
」
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鯉
沼
は
、
宣
言
す
る
よ
う
に
叫
ん
だ
。

　

目
的
地
の
モ
ス
ク
ワ
ま
で
は
、
一
五
〇
浬
を
切
っ
て
い
る
。

巡
航
速
度
で
飛
ん
で
も
、
一
時
間
か
か
ら
な
い
。

　

そ
の
間
、
ソ
連
機
の
攻
撃
を
凌し

の

ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
作

戦
は
成
功
だ
。

　

三
機
の
二
式
大
艇
は
、
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
を
保

っ
た
ま
ま
、
ソ
連
機
を
振
り
切
ろ
う
と
試
み
る
。

　

大
気
の
薄
い
高
空
を
飛
行
し
て
い
る
た
め
、
最
大
時
速
の

四
五
五
キ
ロ
は
発
揮
で
き
な
い
が
、
速
度
計
の
針
は
二
〇
〇

ノ
ッ
ト
（
時
速
三
七
〇
キ
ロ
）
前
後
を
指
し
て
い
る
。

　

ソ
連
機
も
上
昇
し
て
来
る
が
、
動
き
は
鈍
い
。

　

水
平
面
で
の
最
高
速
度
は
二
式
大
艇
を
大
き
く
上
回
る
は

ず
だ
が
、
な
か
な
か
同
高
度
に
到
達
で
き
な
い
よ
う
だ
。

「
敵
機
と
の
高
度
差
〇マ

ル

六ロ
ク

（
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
！
」

　

牟
田
が
報
告
す
る
。

「
敵
機
が
近
づ
い
た
ら
ぶ
っ
放ぱ

な

せ
」

　

鯉
沼
は
、
各
員
に
命
じ
た
。

　

日
本
と
ソ
連
は
交
戦
状
態
に
は
な
い
が
、
三
機
の
二
式
大

艇
は
ロ
シ
ア
帝
国
空
軍
の
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
。

　

鯉
沼
た
ち
の
身
分
も
、
表
向
き
は
ロ
シ
ア
帝
国
空
軍
の
軍

人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

交
戦
国
で
あ
る
以
上
、
遠え

ん

慮り
ょ

は
要
ら
な
い
。

　

何
よ
り
も
ソ
連
機
を
墜お

と
さ
な
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
撃
墜

さ
れ
る
の
だ
。

　

ソ
連
機
は
、
じ
り
じ
り
と
距
離
を
詰
め
て
来
る
。

「
高
度
差
〇マ

ル

四ヨ
ン

…
…
〇マ

ル

三サ
ン

…
…
」

　

牟
田
が
、
緊
張
し
た
声
で
報
告
す
る
。

「
〇マ

ル

二フ
タ

！
」

　

の
報
告
と
共
に
、
機
銃
の
連
射
音
が
届
い
た
。

　

左
側
方
機
銃
座
を
担
当
す
る
佐
瀬
が
、
ソ
連
機
に
一
連
射

を
浴
び
せ
た
の
だ
。

　

旋
回
機
銃
座
は
、
戦
闘
機
の
固
定
機
銃
に
比
べ
て
命
中
率

は
劣お

と

る
が
、
こ
ち
ら
は
上
か
ら
下
に
向
か
っ
て
射
撃
で
き
る

と
い
う
有
利
な
態た

い

勢せ
い

に
あ
る
。

「
墜
と
し
た
か
？
」

「
外は

ず

し
ま
し
た
。
敵
機
は
一い

っ

旦た
ん

離
脱
！
」
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鯉
沼
の
問
い
に
、
無
念
そ
う
な
答
が
返
さ
れ
た
。

　

ソ
連
機
の
動
き
は
、
想
像
が
つ
く
。
機
体
を
翻

ひ
る
が
えし
て
降

下
し
、
二
〇
ミ
リ
弾
の
火か

箭せ
ん

を
か
わ
し
た
の
だ
。

「
二
、
三
番
機
、
ど
う
か
？
」

「
両
機
と
も
健
在
で
す
！
」

　

鯉
沼
の
問
い
に
、
即
座
に
応
答
が
返
さ
れ
る
。

　

長
谷
川
大
尉
の
二
番
機
も
、
木
山
特
務
少
尉
の
三
番
機
も
、

ソ
連
機
に
接
近
を
許
し
て
い
な
い
。

　

敵
機
が
上
昇
し
、
距
離
を
詰
め
て
来
れ
ば
、
五
箇
所
に
装

備
さ
れ
て
い
る
旋
回
機
銃
が
火
を
噴ふ

き
、
直
径
二
〇
ミ
リ
の

射
弾
を
叩た

た

き
込
む
。

　

必
ず
し
も
撃
墜
す
る
必
要
は
な
い
。
作
戦
目
的
は
、
モ
ス

ク
ワ
へ
の
到
達
な
の
だ
。

「
敵
機
、
上
昇
し
て
来
ま
す
。
高
度
差
〇マ

ル

六ロ
ク

！
」

　

今
度
は
、
右
側
方
機
銃
座
を
守
る
飯
田
が
報
告
す
る
。

　

距
離
は
じ
り
じ
り
と
詰
ま
る
が
、
高
度
差
が
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
再
び
二
〇
ミ
リ
機
銃
の
重お

も

々お
も

し

い
連
射
音
が
鯉
沼
の
耳
に
届
く
。

　

今
度
も
、
撃
墜
の
報
告
は
な
い
。

　

ソ
連
機
は
機
体
を
降
下
さ
せ
、
二
〇
ミ
リ
弾
の
火
箭
に
空く

う

を
切
ら
せ
て
い
る
。

「
モ
ス
ク
ワ
ま
で
一
〇
〇
浬
！
」

　

今
度
は
、
牟
田
が
報
告
す
る
。

　

ソ
連
機
と
交
戦
し
て
い
る
間
に
、
五
〇
浬
を
移
動
し
た
よ

う
だ
。

「
ま
ず
い
ぞ
、
こ
い
つ
は
…
…
」

　

鯉
沼
は
、
部
隊
が
容
易
な
ら
ぬ
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
に
気
が
つ
い
た
。

　

モ
ス
ク
ワ
に
降
り
る
た
め
に
は
高
度
を
下
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
二
式
大
艇
の
下
方
に
は
ソ
連
機
が
網あ

み

を
張
っ
て

い
る
。

　

迂う

闊か
つ

に
降
下
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
敵
二
機
、
左
下
方
よ
り
接
近
。
高
度
差
〇マ

ル

二フ
タ

！
」

「
敵
一
機
、
右
下
方
よ
り
接
近
。
高
度
差
〇マ

ル

二フ
タ

！
」

　

佐
瀬
と
飯
田
の
報
告
が
、
前
後
し
て
飛
び
込
む
。

　

ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
左
右
両
側
面
の
旋
回
機
銃
が
火
を
噴



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




